
目指す未来

人口減少・人材不足

海事・タオル等
ものづくり産業の継続

技術革新への対応

地域課題の多様化

産業競争力の強化

新産業の創出と人財の確保

若者が集まり挑戦出来る地
域へ

瀬戸内クロステックゾーン
の形成

背景・課題

人とロボットが未来を共創するまちへ

・地域産業を支える人材不足
・少子高齢化による担い手不足

・生産性向上と競争力強化

・ＡＩ、ロボット技術の進展
・ＤＸ、ＧＸなど新技術への
対応が必須

ロボットやＡＩは「人の代替」ではなく
「人を支えるパートナー」

・物流・観光・福祉・インフラ等
の課題

・ＤＸ、ＧＸなど新技術への対応
が必須

ロボット活用による生産性向上
と高付加価値化を実現

ロボット関連産業の集積と新たな
ビジネス・雇用を創出

学び・挑戦できる環境を整え、
若者が活躍できるまちへ

今治から瀬戸内全体へ波及し、
世界につながる地域へ
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